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・
陰
陽
は
極
ま
り
て
反
転
す
る

・
幸
福
へ
の
教
育

・
世
界
観
を
掴
む

・
世
界
の
構
造
と
秩
序

●
陰
陽
は
窮
ま
り
て
反
転
す
る

数
十
年
来
の
稽
古
の
方
針
が
（
陰
）
か
ら
（
陽
）
に
反
転
し
た
。
稽
古
だ
け
で
は
な
く
物
事
全
般

に
対
す
る
姿
勢
と
言
っ
て
も
い
い
。

こ
れ
ま
で
は
「
な
に
も
そ
こ
ま
で
」
「
苦
し
さ
に
耐
え
る
」
「
稽
古
は
命
の
や
り
取
り
」
で
あ
っ

た
。
生
命
燃
焼
の
為
の
死
の
哲
学
で
あ
る
「
葉
隠
」
の
言
葉
が
こ
の
姿
勢
の
裏
書
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
葉
隠
を
通
し
て
山
本
常
朝
の
魂
に
触
れ
て
、
別
の
も
の
を
掴
ん
だ
。
そ
れ
は
「
死
は
生
を

支
え
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
こ
か
ら
物
事
に
取
り
組
む
姿
勢
が
変
わ
っ
て
き
た
。
「
苦
し
さ

に
耐
え
る
」
か
ら
「
楽
し
く
貪
欲
に
」
と
。
従
っ
て
、
楽
し
く
な
い
稽
古
、
笑
え
な
い
稽
古
で
は
ダ

メ
で
あ
る
。
ま
た
、
研
究
心
、
向
上
心
の
無
い
稽
古
も
ダ
メ
で
あ
る
。

「
楽
し
い
」
の
語
源
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
「
手
伸
ば
し
」
。
そ
れ
は
心
が
感
じ
て
身
体
が
動
く
こ
と
、

心
が
震
え
て
身
体
が
動
く
こ
と
で
あ
る
。
自
分
を
欺
か
な
い
こ
と
（
誠
意
）
。
神
（
宇
宙
の
秩
序
・

生
命
の
原
理
・
陰
陽
相
補
原
理
）
に
率
（
し
た
が
）
う
喜
び
を
表
現
し
た
踊
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、

心
が
震
え
る
と
こ
ろ
に
自
然
と
笑
い
は
出
る
。

楽
し
む
に
は
、
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
宇
宙
の
秩
序
に
則
っ
て
全
力
を
尽
く
す

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
姿
勢
を
「
葉
隠
」
は
「
死
狂
い
」
と
言
い
、
宮
本
武
蔵
は
「
神
仏
を
敬
い
、
神

仏
に
頼
ら
ず
」
と
言
っ
た
。
葉
隠
は
成
功
と
い
う
結
果
を
求
め
て
は
い
な
い
。
ひ
た
す
ら
「
死
狂

い
」
と
い
う
姿
勢
に
生
き
、
死
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
生
命
燃
焼
の
為
に
楽
し
み
笑
う
の
で
あ
り
、

楽
し
み
笑
う
為
に
生
命
を
燃
焼
さ
せ
尽
く
す
の
で
あ
る
。

自
己
実
現
と
は
自
己
超
越
の
中
に
し
か
な
い
。
自
己
超
越
と
は
、
己
を
忘
れ
る
と
こ
ろ
、
夢
中
、

没
頭
、
無
私
と
い
う
姿
勢
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
死
狂
い
」
の
姿
勢
で
あ
る
。
な
ぜ
「
死
狂

い
」
が
自
己
実
現
に
な
る
の
か
。
そ
れ
は
、
そ
の
姿
勢
の
中
に
こ
そ
、
本
当
の
自
分
が
現
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
こ
に
生
命
の
燃
焼
が
あ
り
、
楽
し
み
が
あ
り
笑
い
が
あ
る
。
だ
か
ら
葉
隠
は
「
武
士
道

と
は
死
ぬ
こ
と
と
見
つ
け
た
り
」
「
武
士
は
命
を
惜
し
ま
ぬ
に
極
ま
り
た
り
」
と
説
く
。
死
は
生
を
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支
え
、
生
命
燃
焼
を
促
進
さ
せ
る
。
死
狂
い
と
は
楽
し
く
貪
欲
な
も
の
で
あ
る
。

●
幸
福
へ
の
教
育

己
の
生
命
を
燃
焼
し
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
楽
し
く
幸
福
で
あ
ろ
う
。
一
般
的
に
言
っ
て
幸

福
と
は
、
精
神
的
・
肉
体
的
・
社
会
的
な
健
全
性
で
あ
る
。
そ
れ
を
生
理
的
に
言
え
ば
「
健
康
」
で

あ
り
、
心
理
的
に
言
え
ば
「
幸
福
」
で
あ
り
、
本
質
的
に
言
え
ば
「
自
由
」
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
能

で
見
れ
ば
「
真
」
と
な
り
、
意
志
で
見
れ
ば
「
善
」
と
な
り
、
情
緒
で
見
れ
ば
「
美
」
と
な
る
。

「
中
庸
」
は
こ
れ
ら
を
「
誠
」
と
呼
ぶ
。

幸
福
の
度
合
い
は
、
世
界
・
大
自
然
・
人
生
の
根
本
原
理
(陰
陽
相
補
原
理
)に
対
す
る
理
解
の
深

さ
と
、
そ
の
原
理
に
則
っ
た
思
考
・
行
動
の
方
向
性
に
比
例
す
る
。
こ
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
も
し

も
幸
せ
で
な
い
と
し
た
ら
、
厳
し
い
言
い
方
だ
が
、
そ
れ
は
本
人
の
無
知
・
無
理
解
・
思
考
・
行
動

の
罪
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
で
き
る
だ
け
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
助
の
為
に
教
育
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
教
育
の
要
諦
と
は
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
者
に
｢こ
の
世
を
乗
り
切
る
条
件
｣を
伝
え
、

以
て
人
生
の
幸
福
に
寄
与
す
る
点
に
あ
る
。
こ
の
条
件
の
中
で
ま
ず
大
切
な
こ
と
は
、
こ
の
世
の
｢原

理
・
構
造
・
成
り
立
ち
・
道
筋
｣を
知
っ
て
「
世
界
観
」
を
掴
む
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
、
｢教
育
｣の
第
一
義
は
、
世
の
中
の
｢根
本
原
理
｣を
知
っ
て
、
自
ら
を
健
康
・
自
由
、
そ

し
て
幸
福
へ
向
か
わ
せ
る
｢正
し
い
判
断
力
｣と
「
元
気
（
気
力
・
骨
力
）
」
を
養
う
こ
と
に
あ
る
。

様
々
な
専
門
知
識
や
技
術
の
習
得
も
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
「
世
界
観
（
根
本
原
理
）
」
「
判

断
力
」
「
元
気
」
の
上
に
成
り
立
た
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
二
義
的
な
も
の
で
あ
る
。

根
本
原
理
を
知
っ
て
世
界
観
を
掴
み
、
判
断
力
を
磨
き
、
様
々
な
知
識
や
技
術
を
習
得
し
な
が
ら
、

生
命
を
燃
焼
さ
せ
尽
く
す
の
で
あ
る
。

●
世
界
観
を
掴
む

世
界
観
と
い
う
の
は
、
世
の
中
の
根
本
的
な
原
理
で
あ
り
、
多
方
面
に
通
用
す
る
原
理
で
あ
っ
て
、

全
て
（
形
而
上
と
形
而
下
）
を
統
一
し
、
従
っ
て
、
物
と
心
の
同
一
性
を
さ
え
示
す
も
の
で
あ
る
。

実
際
の
運
用
か
ら
言
え
ば
、
精
神
（
非
物
質
・
無
限
）
と
肉
体
（
物
質
・
有
限
）
を
持
つ
人
間
の
生

命
を
燃
焼
さ
せ
尽
く
す
為
の
指
導
原
理
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
幾
つ
か
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
世
界
で
生
き
て
い
く
時
、
世
界
の
構
造
や
秩

序
や
、
そ
こ
に
は
た
ら
く
根
本
原
理
を
知
ら
ず
に
、
生
命
を
燃
焼
さ
せ
尽
く
す
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
世
界
観
と
は
人
に
よ
り
異
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
社
会
に
よ
り
民
族
に
よ
り
時
代
に
よ
り

異
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
色
ん
な
見
方
が
あ
る
、
色
ん
な
考
え
方
が
あ
る
ん
だ
か
ら
、
世
界
観
は
人

の
数
だ
け
あ
る
」
と
い
う
の
も
分
か
る
。
し
か
し
、
世
界
が
一
つ
な
ら
、
世
界
観
、
つ
ま
り
世
界
の

根
本
原
理
と
い
う
も
の
は
一
つ
で
は
な
い
か
。
様
々
な
見
方
や
価
値
観
か
ら
生
ま
れ
る
の
は
、
様
々

な
「
世
界
論
」
で
あ
っ
て
「
世
界
観
」
で
は
な
い
。
様
々
な
世
界
論
は
、
や
が
て
抽
象
化
さ
れ
、
統

合
統
一
さ
れ
て
根
本
的
な
原
理
を
導
き
出
し
て
い
く
。
様
々
な
世
界
論
の
先
に
到
達
し
た
も
の
、
そ

れ
が
「
世
界
観
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
い
く
つ
も
世
界
観
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
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つ
ま
り
、
世
界
観
と
は
、
生
命
観
、
人
生
観
で
あ
り
、
発
展
し
な
が
ら
様
々
に
応
用
展
開
で
き
る

と
同
時
に
普
遍
的
で
あ
り
、
簡
潔
で
皆
の
実
用
に
な
る
、
こ
の
世
の
根
本
的
な
原
理
で
あ
る
。

●
世
界
の
構
造
と
秩
序

世
界
観
と
い
う
の
は
、
「
こ
の
世
界
の
構
造
と
、
そ
の
秩
序
を
支
え
る
原
理
で
あ
る
」
と
し
て
話

を
進
め
る
。
私
た
ち
人
間
が
こ
の
世
界
に
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
構
造
（
秩
序
）
と

原
理
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
生
命
と
は
何
か
」
と
い
う
視
点
か
ら
紐
解
い
て

み
る
。

ま
ず
、
三
重
の
円
を
描
い
て
み
て
ほ
し
い
。
そ
の
一
番
外
側
の
円
（
第
一
段
階
の
世
界
）
か
ら
順

に
説
明
を
始
め
る
。

生
命
に
は
三
つ
の
段
階
の
世
界
が
あ
る
。

第
一
段
階
の
世
界
は
宇
宙
。
無
限
・
永
遠
の
広
が
り
、
絶
対
・
太
極
・
全
き
一
の
世
界
で
あ
る
。

第
二
段
階
の
世
界
は
、
そ
の
無
限
の
広
が
り
が
、
自
ら
の
遠
心
性
が
原
因
で
二
つ
（
陰
陽
）
に
分

化
し
て
い
く
。
そ
の
分
化
し
た
も
の
同
士
が
交
わ
り
衝
突
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
螺
旋
や
循
環
が
生

じ
る
。
そ
れ
は
陰
（
遠
心
力
）
と
陽
（
求
心
力
）
の
二
極
を
持
つ
場
を
生
み
出
し
、
そ
こ
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
場
が
生
じ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
素
粒
子
を
生
み
出
し
（
ビ
ッ
グ
バ
ン
）
、
そ
こ
か
ら
原
子

分
子
が
生
じ
、
そ
れ
が
集
ま
り
と
な
っ
て
巨
大
に
な
り
、
や
が
て
宇
宙
に
天
体
を
つ
く
り
出
す
。
そ

の
一
つ
が
天
の
川
銀
河
で
あ
り
、
つ
い
に
太
陽
系
が
生
ま
れ
る
。
ま
た
、
無
数
の
銀
河
が
不
断
の
創

造
・
維
持
・
破
壊
と
い
う
再
生
産
を
繰
り
返
し
て
い
く
（
造
化
）
。
こ
れ
が
物
質
の
世
界
、
無
機
物

の
世
界
、
死
の
世
界
で
あ
る
。

第
三
段
階
は
、
こ
の
無
機
物
の
世
界
（
宇
宙
）
か
ら
生
じ
た
有
機
物
の
世
界
で
あ
る
。
そ
し
て
、

有
機
物
の
中
の
微
細
な
一
部
が
、
生
物
の
世
界
を
構
築
し
て
い
く
。
当
然
自
然
発
生
（
無
限
・
永
遠

の
広
が
り
・
絶
対
・
太
極
の
世
界
→
陰
陽
二
極
が
生
じ
→
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
じ
→
素
粒
子
→
原
子
分

子
→
天
体
→
不
断
の
創
造
・
維
持
・
破
壊
の
再
生
産
→
有
機
物
→
生
物
の
世
界
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら

三
段
階
は
繋
が
っ
て
い
て
単
独
の
も
の
で
は
な
い
。
全
て
は
宇
宙
（
無
限
）
の
一
部
（
有
限
）
で
あ
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る
。第

一
段
階
の
宇
宙
に
分
化
は
な
い
。
私
た
ち
が
際
限
な
く
夢
や
理
想
や
憧
れ
や
自
由
を
抱
く
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
こ
の
第
一
段
階
の
宇
宙
（
絶
対
、
無
限
、
永
遠
、
全
能
等
）
を
根
源
、
本
体
、
生

命
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
我
々
は
宇
宙
の
秩
序
、
生
命
の
原
理
に
抱
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
た
ち
の
記
憶
は
幼
児
期
以
前
を
は
っ
き
り
描
い
て
は
く
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
前
の
記
憶
が
存
在
し

な
い
と
は
言
え
な
い
。
無
限
の
昔
か
ら
記
憶
が
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
は
、

な
ぜ
幼
児
期
以
前
の
記
憶
は
漠
然
と
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
第
一
段
階
の
宇
宙
が
無
限
・
絶
対
で

あ
り
、
有
限
・
相
対
と
い
う
差
別
相
が
無
い
。
従
っ
て
、
我
々
の
五
感
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
。

第
二
段
階
は
無
数
の
銀
河
の
世
界
で
あ
り
、
物
質
の
世
界
で
あ
る
。
第
一
段
階
の
世
界
は
無
限
で

あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
有
限
の
世
界
と
な
る
。
有
限
で
あ
り
、
相
対
で
あ
り
、
無
常
（
変
化
）
の
世
界

で
あ
る
。
第
二
段
階
の
世
界
に
属
す
る
も
の
は
全
て
「
物
に
本
末
あ
り
、
事
に
終
始
あ
り
（
大

学
）
」
と
い
う
相
対
の
世
界
で
あ
り
、
し
か
も
全
て
は
動
的
で
あ
っ
て
変
化
こ
そ
が
そ
の
本
質
で
あ

る
。
無
機
物
の
世
界
で
あ
り
、
死
の
世
界
で
あ
る
。

第
三
段
階
は
生
物
の
世
界
で
あ
る
。
第
二
段
階
の
無
機
物
の
世
界
か
ら
有
機
物
が
生
ま
れ
、
そ
の

一
部
に
生
物
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
が
我
々
人
類
で
あ
る
。
人
類
の
内
、
自
己
の
生
命
の
本

源
に
「
無
限
の
宇
宙
」
を
自
覚
す
る
人
間
が
、
絶
対
・
無
限
・
全
能
・
永
遠
と
自
己
と
の
関
係
性
に

同
根
と
同
一
性
を
発
見
す
る
。
先
哲
は
こ
れ
を
「
悟
り
」
や
「
解
脱
」
と
言
っ
た
。
こ
の
第
三
段
階

が
、
一
般
的
に
言
う
「
生
」
の
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
二
段
階
（
死
の
世
界
）
か
ら
生
じ
た
も
の

で
あ
り
、
従
っ
て
、
死
は
生
の
母
で
あ
る
。
「
生
」
と
は
、
第
一
段
階
の
無
限
・
絶
対
の
世
界
に
向

か
っ
て
、
相
対
界
を
脱
却
す
る
過
程
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
無
限
か
ら
有
限
は
生
じ
、
有
限
は
ま
た

無
限
に
還
っ
て
い
く
。
宇
宙
（
大
生
命
）
は
、
不
断
の
創
造
・
維
持
・
破
壊
の
再
生
産
、
循
環
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
一
つ
で
あ
る
。

こ
れ
が
「
生
命
」
の
三
段
階
の
世
界
の
自
覚
で
あ
り
、
生
命
の
意
義
で
あ
る
。
「
ど
う
せ
死
ぬ
の

だ
か
ら
、
人
生
と
い
う
の
は
死
ぬ
ま
で
の
暇
つ
ぶ
し
だ
」
等
と
浅
は
か
な
こ
と
を
考
え
た
り
、
人
生

に
絶
望
し
た
り
す
る
の
は
、
無
限
・
永
遠
等
、
我
々
の
根
源
た
る
第
一
段
階
の
世
界
と
の
繋
が
り
を

見
出
さ
ず
、
第
三
段
階
の
世
界
の
身
で
物
事
を
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
段
階
と
第
三
段
階
の
有

限
の
世
界
は
、
第
一
段
階
の
無
限
の
世
界
の
ほ
ん
の
一
部
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

・
第
一
段
階
の
世
界
（
無
限
の
遠
心
力
（
陰
）
の
宇
宙
）
の
別
名
→
神
、
仏
、
無
限
、
永
遠
、
太

極
、
大
生
命
、
無
、
空
等
。

・
第
二
段
階
の
世
界
（
無
機
、
変
化
、
有
限
の
求
心
力
（
陽
）
の
世
界
）
の
別
名
→
物
質
世
界
、

諸
行
無
常
、
浮
世
、
人
生
、
人
の
世
界
、
大
自
然
の
世
界
等
。

第
二
段
階
と
第
三
段
階
に
浸
透
し
て
い
る
第
一
段
階
の
世
界
の
別
名
→
道
、
法
、
陰
陽
等
。

・
第
三
段
階
の
世
界
（
有
機
、
生
物
、
有
限
の
求
心
力
（
陽
）
の
世
界
）
の
別
名
→
生
命
の
世
界
、

現
世
、
人
生
、
人
の
世
界
等
。
こ
の
世
界
で
、
道
や
法
を
説
い
て
人
間
を
導
く
者
を
、
僧
侶
、
君
子
、

聖
人
等
と
呼
ぶ
。
「
仏
法
僧
」
と
は
、
こ
の
第
一
、
第
二
、
第
三
の
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。

※
但
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
代
表
す
る
西
洋
人
の
哲
学
で
は
、
宇
宙
と
は
第
一
段
階
の
世
界
で
は
な
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く
、
第
二
段
階
の
物
質
世
界
の
こ
と
で
あ
り
、
無
限
と
は
広
が
り
の
無
限
で
は
な
く
、
分
析
の
無
限

で
あ
る
。
彼
ら
の
神
と
は
、
第
二
段
階
の
世
界
の
王
者
で
あ
り
「
造
物
主
」
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

第
一
段
階
の
世
界
で
の
「
神
」
と
は
、
造
化
の
道
で
あ
り
宇
宙
の
秩
序
で
あ
り
大
生
命
で
あ
り
因
果

律
で
あ
り
、
む
す
び
（
産
霊
）
で
あ
り
、
言
霊
（
物
事
を
生
み
、
動
か
し
、
変
化
さ
せ
、
滅
ぼ
し
、

ま
た
再
生
産
す
る
原
理
）
で
あ
る
。
従
っ
て
、
神
を
人
格
化
し
た
り
、
名
前
を
付
け
た
り
、
姿
を
定

め
た
り
、
祈
り
の
対
象
と
す
る
の
は
、
神
を
第
一
段
階
の
世
界
で
は
な
く
、
第
二
段
階
の
世
界
へ
下

ろ
し
て
認
識
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
同
じ
「
神
」
と
い
う
言
葉
で
は
あ
っ
て
も
そ
の
内
実
は
異
な

る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

世
界
観
を
掴
め
ば
、
無
限
と
有
限
の
関
係
性
が
分
か
る
。
見
え
な
い
も
の
が
見
え
る
も
の
を
支
え

て
い
る
と
い
う
こ
の
世
の
構
造
が
分
か
る
。
世
界
の
様
々
な
宗
教
や
哲
学
や
思
想
の
本
質
が
分
か
る
。

人
類
先
哲
の
偉
大
な
魂
が
何
を
指
向
し
て
き
た
の
か
分
か
る
。
古
典
も
読
め
る
。
老
子
や
中
庸
は
深

く
理
解
で
き
る
。
「
老
子
」
が
、
無
限
・
永
遠
・
絶
対
・
大
生
命
・
大
霊
力
・
大
宇
宙
・
造
化
・
全

能
た
る
「
全
き
一
」
を
、
「
道
」
を
通
し
て
こ
こ
ま
で
表
現
で
き
る
と
は
、
畏
敬
と
畏
怖
の
念
を
抱

く
以
外
に
な
い
。
「
中
庸
」
は
こ
れ
を
「
誠
」
と
い
う
。
誠
と
は
幸
福
・
健
康
・
自
由
・
平
和
の
別

名
で
あ
る
。
論
語
は
、
孔
子
の
弟
子
た
ち
の
編
纂
に
よ
り
、
か
え
っ
て
孔
子
の
思
想
が
枝
葉
に
流
れ

て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
易
経
は
、
形
而
上
の
話
と
形
而
下
の
話
を
ご
っ
ち
ゃ
に
し
て
、
陰
陽
の
本

質
的
性
質
を
分
か
り
に
く
く
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
伏
羲
が
示
し
て
く
れ
た
両
儀
、
四
象
、
そ
し
て

展
開
し
た
と
し
て
も
八
卦
ま
で
で
止
め
て
お
け
ば
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
六
十
四
卦
と
十
翼
で

は
複
雑
難
解
に
な
り
過
ぎ
て
、
皆
の
実
用
的
実
践
的
な
指
導
原
理
に
は
な
れ
な
い
。
わ
ざ
と
複
雑
・

高
遠
に
し
て
神
秘
さ
を
演
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
し
ま
う
。
極
端
に
言
え
ば
、
易
は
両
儀

と
繋
辞
伝
だ
け
で
よ
か
っ
た
。
易
は
簡
素
な
原
理
な
の
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
の
物
心
二
元
論
は
致
命

的
だ
。
確
か
に
解
剖
学
は
二
元
論
の
お
か
げ
て
発
達
し
た
。
が
、
思
想
は
退
化
し
て
し
ま
っ
た
。
肉

体
と
精
神
は
別
々
で
は
な
く
、
精
神
（
無
限
）
の
ご
く
一
部
と
し
て
肉
体
（
有
限
）
が
あ
る
。
物
心

は
二
元
的
一
元
論
で
あ
っ
て
二
元
論
を
土
台
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
「
我
思
う
、
ゆ
え
に
我
あ
り
」

と
言
っ
た
が
、
柳
宗
悦
の
言
う
よ
う
に
「
神
思
う
、
ゆ
え
に
我
あ
り
」
の
方
が
本
質
を
衝
い
て
い
る
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
世
界
観
を
会
得
し
て
い
る
。
古
事
記
を
書
い
た
太
安
万
侶
と
稗
田
阿
礼
も
世
界

観
を
会
得
し
て
い
る
。
が
、
古
事
記
伝
を
遺
し
て
く
れ
た
本
居
宣
長
は
、
彼
の
師
で
あ
る
賀
茂
真
淵

と
違
っ
て
易
と
陰
陽
相
補
原
理
を
無
視
し
て
し
ま
っ
た
。
国
学
者
た
る
誇
り
が
そ
う
い
う
態
度
を
と

ら
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
回
は
、
世
界
観
を
支
え
る
根
本
原
理
（
陰
陽
相
補
原
理
）
へ
と
話
を
進
め
る
。

今
月
も
健
康
と
健
闘
を
。
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